
様式第１号（第１０条関係） 

 

2025 年度業務実績報告書 

提出日 2026 年 1 月 13 日 

 

１．職名・氏名  教授・兼田 淳史     

 

２．学位 博士（理学）、専門分野 沿岸海洋学 、授与機関 愛媛大学、授与年 平成 15 年    

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

大気・海洋学概論（2 単位） 15 コマのうち 5 コマ 1 年次 

②内容・ねらい 

大気や海の流れの性質や相互作用、海洋の物質循環、生態系の特徴など、地球環境を生み 

出す大気科学や海洋学について概説する。また、地球環境の観測方法や、顕在化した環境 

問題および解決に向けた取り組みについて講述する 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

2 名の教員で分担しており、後半を担当した。高校時代に物理学を学んでいない学生も海洋学

に興味を持ってもらえるように動画をしたり、Google Classroom を利用した小テストで理解度

チェックを行いながら講義を進めた。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

海と暮らし（1 単位）15 コマのうち 1 コマ 1 年次 

②内容・ねらい 

海洋生物資源、それらを取りまく環境、水産資源の管理について福井県の現状なども踏まえな

がら様々なトピックスを紹介する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

海の予報の 1 コマを担当した。海洋学、水産海洋学を社会に実装するオペレーショナル海洋学

（実用海洋学）は、教養科目である当科目の内容にふさわしいと考え福井県の実例を示しなが

ら講義を行った。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

沿岸海洋学（2 単位） 2 年次 

②内容・ねらい 

 沿岸域で発生する潮汐・潮流、密度流、吹送流などの諸現象や、海水の特性および成層につ

いて講義した。また、外洋の物理現象が沿岸海域に与える影響や、沿岸域の環境問題との関連

性について、新しい知見も取り入れて説明を行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

教室では理解しにくい諸現象の特徴をイメージできるように動画や配布物を多くした。また、

物理を受講していない学生も多いため、レポートを課して内容を理解するための準備や理解度

を確認しながら進めた。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

山川里海連関学（2 単位） 2 年次（15 コマのうち 5 コマ） 



②内容・ねらい 

「水の循環・流れ」をテーマにして山、川、里、海の関わりについて説明した。山のもつ役割、

川と海とのつながりや、その流れが物質循環に対して果たしている役割、沿岸環境問題との関

連性ついて、具体的な事例を引き合いにだしながら解説した。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

扱っているテーマが新しい学問領域であるため、できるだけ多くの資料を収集して講義に望ん

だ。また、小学校で利用している教材をもとに議論を行うなど社会との関連性について様々な

角度から考察できる能力が養われるように工夫した。また、特任講師によるプラスチック再生

に関連する講義、サバ養殖場の見学・解説を実施した。 

【フィールドワーク等 1 件】 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

科学英語Ⅱ（2 単位） 3 年次生（15 コマのうち、7 コマ） 

②内容・ねらい 

海洋学および海洋環境工学の分野の英語で書かれた書籍や文献をテキストとし、適宜解説を加

えながら講読させ、内容を理解させる。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

研究室に分属された 3 年次生に、これから進める卒業論文の作成へ向けたトレーニングの要素

も含めて英語の文献に接してもらった。講義は英訳のみではなく、論文の種類の説明やゼミで

の論文紹介の仕方も含めて講義を行った。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

フィールド演習Ⅰ（１単位）１年次生（課題担当研究） 

② 内容・ねらい 

海洋環境動態学研究室の課題担当研究担当者として，10 名の学生を指導した。エチゼンガニの

漁場環境についてデータ解析や資料等を利用して整理し、海の流れと生物環境の関連性や、近

年の海洋環境問題との関わりについて議論した。 

 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

入学して間もない 1 年生が対象であるため、物理に馴染みが無い学生も多い。そのため、なる

べくわかりやすい資料やデータを利用して、みんなで話し合う時間を多くとる時間や、フィー

ルドへ出る時間を作った 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

フィールド演習Ⅱ（2 単位）2 年次生（乗船実習） 

② 内容・ねらい 

北海道大学の練習船「おしょろ丸」を利用して、海洋生物資源学に関連する物理学、生物学な

どについて 2 泊 3 日の実習形式で行う。船内生活を通じて、集団生活や研究航海を経験するこ

とにより、学生たちは専門教育について深く学ぶ入り口として位置付けられる。 

 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

ほとんどの学生が初めての乗船実習であること、またコロナ禍で高校生時代を含めて合宿的な

授業がなかったことなどを考慮し、安全面を最優先にして実習は進めた。担当する物理系の講

義では、海洋物理学、沿岸海洋学などの物理系研究と実社会との関連性を入れた講義を行った。 

【フィールドワーク等  1 件】 

 

 



①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

海洋環境工学実習（1 単位） 3 年次生 

 30 コマのうち乗船実習、プログラミング実習を担当（2/3） 

 

②内容・ねらい 

小浜湾における乗船実習を主体に海洋観測におけるデータの取得方法を理解し、データの処理

方法について学ぶ。乗船実習、プログラミング実習を担当した。 

 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

全員が観測機器を操作してデータを取得すること、そして取得したデータが解析されるまでの

流れを理解できるように、プログラミング演習では取得したデータを利用して小浜湾の水温、

塩分の断面図を作成するようにした。 

【フィールドワーク等  1 件】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

専攻演習（2 単位） 4 年次生 

② 内容・ねらい 

卒業論文を実施する上で、必用となる専門分野に関連する専門書や学術論文を紹介あるいは講

読し、議論を行うことによって研究の背景や内容の理解を深める。 

 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

卒業論文に関わる観測技術やプログラミングを指導し、卒業論文を実施できるレベルまで高め

る。また，卒業論文を実施する専門分野に関連する文献を講読、その内容をゼミ形式で議論す

ることを行った。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

卒業論文（2 単位） 4 年次生（馬込、宗像、横川の担当） 

②内容・ねらい 

海洋学、水産海洋学に関連する内容の観測およびデータ解析を行い、現象の実態解明や海況情

報の開発を行う。学生との討論や卒業論文の作成、発表会を通じて、専門分野の理解を深める

とともに、問題解決能力やコミュニケーションの能力を高める。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

卒業論文に関わる観測技術やプログラミングを指導し、卒業論文を実施できるレベルまで高め

る。また，卒業論文を実施する専門分野に関連する文献を講読、その内容をゼミ形式で議論す

ることを行った。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

海洋生態工学（2 単位） 修士課程 

②内容・ねらい 

海洋学、海洋工学、海洋生態工学に関連する内容について、研究室の 3 教員で分担して講義は

進められた。気候変動が漁場環境に与える影響について講義を行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

漁場を取り巻く海洋環境の諸特性を解説するとともに、気象庁が報告書として公開されている

環境データを学生とともに閲覧しながら講義を行った。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

海洋生態環境学専攻演習Ⅱ（2 単位） 修士課程 

②内容・ねらい 

海洋生態環境工学分野におけるゼミの実施 



③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

研究内容に関連する教科書の輪読や、論文紹介を実施した。 

                     （講義・実習のフィールドワークは合計 3 件） 

(2)その他の教育活動 

内容 

・10/27 西津小学校 出張講義 

・11/25 若狭高校 探究共同会議 文理探求科 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

 【0本】 

② 学術論文（査読あり） 

【0本】 

③ その他論文（査読なし） 

 

【0本】 

③ 学会発表等 

1．○兼田淳史・横川将太・渡慶次力・藤井智史・梶原大郁, 若狭湾海況情報における短波海

洋レーダの活用, 日本海洋学会 2025 年度秋季大会，札幌, 2025 年 9 月 

2．○山田拓海・兼田淳史・渡慶次力・梶原大郁，若狭湾沿岸における近年の流れの変動傾向，

日本海洋学会 2025 年度秋季大会，札幌, 2025 年 9 月 

3. ○横川将太・兼田淳史・渡慶次力・藤井智史・梶原大郁, 若狭湾で開始された短波海洋レー

ダによる流れと波高の計測，2025 年度水産海洋学会研究発表大会, 2025 年 10 月 

4．〇山田拓海・兼田淳史・渡慶次力・梶原大郁・福智 隆史, 若狭湾東部の定置網漁場におけ

る近年の流れの変化(Ⅱ), 2025 年度水産海洋学会研究発表大会, 2025 年 10 月    【4件】 

 

⑤その他の公表実績 

*1．兼田淳史，保護礁機能低下要因の解明に係る流況解析，福井県委託研究報告書，1-13，2025

年 3 月． 

【1本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】3 件 

（1）科学研究費基盤研究（基盤 C）継続、（代表 渡慶次力）「日本海における沿岸資源漁獲

量の長期的な時空間変動の特性と海洋環境との関係解明」300 千円 

（2）科学研究費基盤研究（基盤 B）分担（代表，郭新宇）「境界流と沿岸域の相対位置に着

目した外洋から沿岸への栄養塩供給に関する研究」800 千円 

(3）九州大学応用力学研究所 令和 5 年度共同利用研究 ，分担 

 

【学内】2 件  

  個人研究推進支援 令和 7-8 年度, （代表、兼田）若狭湾における近年の物理環境の変動

解析と分野連携にむけた基盤情報の集積 

  戦略的課題研究推進支援 令和 7-8 年度，分担（代表，吉川）地域の環境特性を生かした

若狭夏ワカメの養殖 

 

(3)特許等取得 

 

 

(4)学会活動等 

・日本海洋学会沿岸海洋研究会 出版部長 

・日本海洋学会 沿岸海洋研究 編集委員長 

・2025 年度水産海洋学会福井県大会 実行委員メンバー（企業展示・ポスター担当） 

 

 



５．地域・社会貢献活動  

① 国・地方公共団体等の委員会・審議会 

（1） 福井県海岸漂着物対策推進協議会（2025 年度） 

 

② 国・地方公共団体等の調査受託等 

（1）福井県水産試験場受託研究「令和 5 年度スマート水産業による「越前がに」に代表され

る底魚資源維持増大事業の委託事業について」 

 

③ 公益性の強い NPO･NGO 法人への参加  

 

④ 兼業規程で業務と見なされる範囲内での企業等での活動  

 

⑤ 学間あるいは大学と他の公共性の強い団体との共催事業等 

 

⑥ 公開講座、オープンカレッジ、社会人・高校生向けの講座の開講（タイトル、開催場所、開

催日時） 

・福井県立大学 公開講座 「拾う 学ぶ 奏でる海洋環境講座、8月 24日(日) ,三丁町コモン

ズ（小浜市）、13:00～16:00 

 

⑦ その他 

・第 78回日本海海洋調査技術連絡会 福井県立大学担当者（2025年 11月） 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

＜全学＞ 

・入試制度検討委員会（2025 年度） 

 

＜海洋生物資源学部＞ 

・2020 年度入学生担任 

・学部予算委員会 

・学部カリキュラム WG  

 

＜海洋生物資源学科＞ 

・学科将来計画委員会 

・学科カリキュラム WG  

・JABEE 委員会 

(3)学内行事への参加 

・2025 年度 オープンキャンパス（8 月、小浜キャンパス担当） 

・2025 年度 オープンキャンパス前日イベント（8 月、海洋環境動態学研究室担当） 

・情報セキュリティ講習  

(4)その他、自発的活動など 

・福井沿岸の海況情報 web サイトを運営・管理（2014 年～） 

 

 


